
 2023年 

 Ｚ会進学教室 葛⻄通信 ７⽉号 
 葛⻄教室に通う本科⽣の皆さんは、以下の四点を⼼がけるようにしましょう。 

 １ 進学塾に通う中学⽣としての⾃覚を持つこと。 
 ２ 信頼の⼟台となるあいさつをきちんとすること。 
 ３ 書くことを⼤切にし、ノートをしっかりとること。 
 ４ ⾃習室を上⼿に利⽤し、⾃分で考えてもわからないことは遠慮なく先⽣に質問すること。 

              葛⻄教室卒業⽣の声をお届けします。 

                    「合格体験記」  

  早稲⽥⼤学商学部 A.O. 

  みなさんこんにちは。初めまして。現在早稲⽥⼤学商学部１年⽣のA.O.と申します。拙い⽂章とはなりま 
 すが今回は私の合格体験記を中⼼に記していこうと思います。 

     ⽬次 

 １．  Z会と⾃分との関わり 

 ２．  アメリカンフットボール（部活動） 

 ３．  受験勉強、体験記 

 ４．  模試の判定 

 ５．  最後に 

    １.  Z会と⾃分との関わり 

  私は中学３年⽣の春に葛⻄教室へ⼊塾し先⽣⽅の熱い指導のもと推薦で都⽴三⽥⾼校に合格しました。⾼ 
 校ではZ会を辞めましたがZ会で培った思考⼒に助けられ⼤学受験も乗り越えることができました。先⽇葛⻄ 
 教室に挨拶に⾏ったところ私のことを覚えていてくださり「せっかくなら体験記を聞かせて欲しい」という 
 ことで今、葛⻄通信を記しています。 

 ２.  アメリカンフットボール（部活動） 

  私の⾼校時代のハイライトは常にアメフトと共にあります。⼊学した後先輩の熱い勧誘により半ばノリで 
 私はアメフトを始めました。⼊部したときの体重は68キロ。そして始めたポジションはライン。（調べてみ 
 てください︕ラインで68キロはかなりやばいです。）まずは体重を増やすとこから始まりました。授業の休 
 み時間毎におにぎりを⼀つ。夜ご飯は友達とラーメンか家で２合半のご飯。なんと引退時には92キロまで体 
 重を増やすことができました。そしてアメフトでたくさんのアツい仲間に会うことができました。 
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  後述しますが、アメフトは⾼校３年⽣の９⽉までやっていました。受験勉強も並⾏しなければならないの 
 で夏休みはかなりきつかったです。（受験⽣なので夏休み毎⽇部活に⾏っていたわけではないです︕） 

  部活に打ち込んでいる⼈に伝えたいことがあります。それ 
 は部活を最後までやり抜くことです。今、⼤学⽣となり感じ 
 ることですが⾼校⽣活の部活動は本当に⻘春でした。アツく 
 胸躍る気持ちはきっと⾼校でしか感じることができないのか 
 もしれないと思うほどです。特にチームスポーツの部活、⽂ 
 化系でも集団で何かを成し遂げる系の活動ではかけがえのな 
 い友⼈ができるはずです。また最後までやり抜くとその分の 
 ヴァイタリティが⾝につきます。これはきっと受験勉強で役 
 に⽴つでしょう。 

 ３.  受験勉強 体験記 

  それでは本題に⼊っていきますね。（あくまで⾃分の体験なので鵜呑みにして真似するなんてことはない 
 ようにお願いします︕）受験勉強を本格的に開始したのは⾼校２年⽣の３⽉上旬でした。それまでの勉強は 
 テスト前のみって感じで部活や遊びに没頭していました。（定期テスト、校内模試は常に上位の⽅にいまし 
 た。中学⽣の時勉強を頑張っていたので多少はできたという感じです。⾼校１年⽣の間はZ会の通信をとっ 
 ていました。）第⼀志望校は初めから早稲⽥⼤学商学部でした。 

  受験科⽬は国語と数学と英語です。⽂系数学と呼ばれる受験⽅式です。数学を選ん 
 だ理由はいくつかあるのですが⼀つに部活の活動時期と関係があります。やはり秋ま 
 で部活を続けるとなると暗記科⽬での勝負は厳しいと思いました。早慶ではかなり細 
 かい知識を聞いてくると知っていました。そこでなるべく暗記を減らしたいというか 
 なり安直な理由で数学を選択しました。（A先⽣に殴られそうです。）校内模試や定 
 期テストでも数学ができていたから選んだのも理由として⼤きいと思います。しかし 
 早稲⽥⼤学商学部の数学は⽂系最難関の呼び声が⾼かったのです。そのかわり⾼得点 
 勝負にはならず国語と英語勝負になるという裏話もあります。 

  さて、私は受験勉強を始めたわけですがまずは最新年度の過去問を覗いてみました。２⽉の⼊試までに⾃ 
 分はどのくらいの理解度があればいいのか、どれだけの知識量があればいいのかをなんとなく把握しまし 
 た。もともと英語が得意だったので英語を８割ぐらい、国語は、商学部は簡単な⽅なので８割は死守、数学 
 は４割を超えたい。これなら受かる︕と思って無謀ながら勉強を始めました。⽬安となる得点率を⽬標とし 
 て⽴てておくと勉強の計画は⽴てやすいと思います。 

  オンデマンド受講中⼼の某予備校に⼊ったので６⽉までは基本的にその受講と基礎〜応⽤レベルの参考 
 書、問題集を完璧になるまでこなしていました。７⽉に⼊り過去問演習に⼊りました。もちろん最初から解 
 けるわけではないのでめげずに取り組むことが⼤切です。    

  過去問を解く際のお勧めの順番があります。まずは最新年度の過去問を解くことで 
 す。先述したように⾃分の到達地点と今のレベルとの乖離を実感することができます。 
 あとは問題形式を知ること、時間配分を決めることなどを意識していました。これらの 
 情報を軽くメモしておきます。そして１０年ほど前の過去問演習から取り組みます。そ 
 こから最新年度まで遡っていくという順番で⾃分は過去問を解いていました。過去問を 
 古い年度から解くことによって当時の受験⽣と同じ状況で解くことができるのでとても 
 おすすめです。早稲⽥はそう問題形式が変化するわけではないので慣れるという意味で 
 はよかったと思います。英語や国語では過去問を１０年以上解くと早稲⽥特有の答えの 
 導き⽅が⾃分なりにわかってきます。 

 2 



 （例えば国語では冒頭に棒線部が引かれている場合、⽂章の最終段落が根拠に 
 なることが多いです。こういった早稲⽥特有の癖をたくさん探し理解し実践す 
 ると得点率が上がっていきます。）夏休み中に過去問５年分をやり、ちょうど 
 部活を引退した後からはまた問題演習を重ね基礎を振り返っていました。問題 
 演習以降また過去問に取り掛かりました。⾃分なりに体得した早稲⽥⽤の解法 
 を確実にすることを⽬標に演習しました。英語や数学の苦⼿な⼤問は１９９０ 
 年代の問題まで遡ってやりました。３教科全体では結局１５年分ぐらい取り組 
 みました。早稲⽥の友達も１５年分は過去問をやっていたのでそのぐらいの演 
 習量は必要だと思います。併願⼤学ですが明治⼤学商学部を形上滑り⽌めで受 
 験し、過去問は３年分解きました。正直早稲⽥で⼿⼀杯だったので余裕のある 

 ⼈は早めのうちに対策することをおすすめします。共通テスト利⽤で明治⼤学経営学部に合格しましたが、 
 こちらも同様に共通テストに割ける時間が少なく学校の対策授業メインで勉強していた感じです。 

  早稲⽥商学部の今年の英語はかなり難化したのですが早稲⽥特有の解法を過去問演習で確かなものにして 
 いたので解くことができました。ぜひ過去問は⼤切にしてください。注意としては昔に⽐べるとかなり難化 
 しているということです。ですから得点率にこだわりすぎず復習に命をかけて欲しいです。 

  ⻑くなりましたが、受験勉強における私の結論は次のとおりです。「過去問を極める。過去問から得られ 
 る情報を⾃分の武器にすることで学⼒では補いきれない問いにも答える⼒をつける。」です。 

 ４.  模試の判定 

  ずっとE判定でした。気合いを⼊れて臨んだ代ゼミの冠模試でもE判定でした。正直判定は気にしていなく 
 て、模試では正答率を細かく⾒ていました。合格最低点でも合格は合格なので周りの正答率が⾼い問題は死 
 守できるように臨んでいました。学⼒的にもきつかったので無理に上位は狙おうとはしていませんでした。 

 ５.  最後に 

  ⾃分は部活引退後にスランプに陥りました。⽂字が読めず、数学は呪⽂状態でした 
 （笑）。 それでも諦めず時には教科書の章末問題に戻ったりして本気で勉強を続け 
 ました。⾃分の持論ですが勉強は量をこなした上で質を濃くするものだと思っていま 
 す。⼊試直前の２ヶ⽉間は毎⽇１４時間、休憩も挟みましたが基本起きている間は 
 ずっと勉強していました。早稲⽥⼤学商学部で勉強をする⾃分をイメージしていまし 
 た。 

  受験⽣のみなさん、なりたい⾃分をイメージしてどんなときも努⼒し続けてくださ 
 い。⼼の底から応援しています。 
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